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梅雨の季節を迎えましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

今年は、5月の中旬に梅雨入りの発表があり、びっくりしましたね。

6月は「水無月」と言い、水が無い月と書きますが、水無月の「無」は、「の」

の意味で、水の月という意味だそうです。昔から、陰暦6月は田に水を引く月で

あることから「水無月（みずのつき）」と言われるようになったとのことです。

また、この季節の花、紫陽花は別名「雨降り花」というそうです。梅雨の時期も、

美しく咲く花々を眺めていると心晴れやかに過ごせますね。

梅雨時期を元気に乗り越えましょう。

大型連休を過ぎ、そろそろ気候も良くなり夏場に向けて衣替えを考えておられる頃

ではないかと思います。

厚手の物から薄い生地の長袖・半袖・ズボンに交換（洗濯しやすい物）をよろしく

お願い致します。

その際には、名前の記入の確認をお願いします。

汗をかきやすい時期ですので、吸水性の良い生地などの持参をお願いします。

※黒の靴下は、名前が書けず紛失しやすくなっております。新たに購入などを予定

されている場合はご検討をお願い致します。

そろそろ衣替えの時期ですよ！

♫「夏も近づく八十八夜～」♬にもあるように5月1日は八

十八夜でした。

新茶の時期を迎え、利用者のみなさまにもお茶とおまんじゅ

うを楽しんで頂きました。

ショートのコンロを使い、フライパンで蒸し上げる黒糖まん

じゅうに挑戦！！

あんこを皮で包むのはなかなか難しく、利用者さまと悪戦苦

闘しましたが「美味しく食べられたらいいよね。」と笑顔で

作りました。

黒糖 70ｇ

水 ４５ｇ

重曹 ２ｇ

水 5ｇ

薄力粉 １３０ｇ

こしあん 約240ｇ～３００ｇ

餡３０ｇ 生地２０ｇ

※あんこ（お好みのあんで・・・）

作り方

① 黒糖を水（４５ｇ）で溶かす（レンジ加熱して粗熱をとる）

② 重曹を水（５ｇ）で溶かし①に入れて混ぜる

③ 薄力粉を入れて混ぜ20分寝かせる

④ 生地を包み弱火から中火で１０分蒸す

⑤ 美味しいお茶と召し上がれ

※ 固くなった場合はかるくレンジで温めるとホクホクのおまんじゅうに戻り

ます。



こいのぼり かぶと
端午の節句に、少年のころを思い出して。

「えい！やー！」 「なつかしいの～」と、

笑顔に♬

五月といえば！こいのぼり！貼り絵で鯉のぼりを作りました。

青はおとうさんかね？ピンクはおかあさんかね？この小さい

のは、こども～？と、可愛い鯉のぼりのできあがり♬♬

もっと知ってほしい広島医療生協について パート１

出資金・増資などで皆様にご協力をお願いしております。「広島医療生協」どんな活動なのか？どんな理念で行われ

ているのか？などご理解を深めるきっかけになれば・・・と少しご紹介します。

医療福祉生協とは
医療福祉生協は、地域の人々が、医療福祉の職員との協同によってそれぞれのいのちや暮らしに関わる問題を解決し

ていく生協法にもとづく住民の自主的組織です。

そのために医療機関・介護事業などを所有・運営をし、ともに組合員として生協を担う地域の人々と職員が協力し合

い事業と運動を行います。

組合員一人一人の参加と共同の力が今日の医療福祉生協を築きあげてきました。

人間のいのちを軽んじる動きもなくなってはいませんが、私たちはこれからも参加と協同を大切にし、歩み続けま

す。

広島医療生協の理念
ともに組合員として生協を担う地域の人びとと職員が、さまざまな人たちと手をつなぎあい、力を合わせて、保健・

医療・福祉・介護の願いをかなえます。

医療福祉生協加入の３つのメリット

1⃣ 医療生協の安心のネットワーク（医療・健診・介護）を利用できます。

2⃣ 予防・保健・健康づくりとそれを保障する制度の充実を重視します。

3⃣ 住民の参加を保障する民主的な医療機関を持っています。

4⃣ 組合員が主権者として活動する場としての班を組織しています。

※7月号では『組合員とは？』などを御紹介

お問合せ＆資料請求 (電話でのお問い合わせ）

広島医療生活協同組合 健康まちづくりセンター TEL ０８２－８７９－８１２４

やねよりたかい

こいのぼり～

おもしろそうに

およいでる～

※コロナワクチンの接種について※
ショートステイでは、コロナワクチン接種は行っておりません。

かかりつけの主治医にご相談のうえ、行って下さい。

利用時に接種をされた利用者様の様子観察を行いと思いますので、接種日等

が分かりましたらご連絡ください。又変わった様子があれば、ご家族様にご連

絡致します。


